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皆さんには素晴らしいところがある
■私は今回の人権・平和学習を受けて，発表できなかっ

た自分を悔やみました。班で意見を交換し合い，それを

発表につなげるというようなもので，班員全員で起立をし

て，みんなの視線の注目を集めて，緊張に慣れようという

のだけど，私は立った瞬間に，「あ，大丈夫だ」と感じて，

「これなら自分も発表できるかも」と感じました。しかし，フ

リートークの際，自分がグループで立った時と違って，自

分一人で手を挙げて発表する勇気が出ませんでした。ど

うしても自分一人が怖くて，何もできませんでした。私は

人の表情を読み取るのが苦手で，人の顔を見て，「あ，こ

の人怒っているな」とか，「あ，この人つらそうだな」とか，

「あ，この人困ってるな」などを，顔を見ただけではよく分

かりません。そのせいで，空気を読むのが不得意だった

り，周りから少しズレているように感じます。でも，今回の

人権・平和学習の際に，吉成先生が「皆さんには素晴ら

しいところがある」と言ってくれて，とても心に響きました。

私は，自分の長所探しが苦手で，ついついとてもうれしか

ったです。自分にも長所があるんじゃないかと思えてうれ

しかったです。悩みとかつらいこと，悔しいことは他の子も

結構あるんだなと思いました。でも，そんなことがあって

も，仲間同士で共有し合い，認め合うことによって，さらに

友情を深め合うことができると知りました。私もそうやって

友情を深められる相手と，友情を深めていきたいです。

１組TK

いつも必ず頷きながら話を聞いてくれるあなた。そ

れがあなたの素晴らしいところです。こうやって自分

をちゃんと分析して分かっているところも素晴らしい

一面です。それに，結構みんな同じことを思ってるの

ではないでしょうか？

「あ！そうそう，自分も一緒！」

そう思っている人もいるのではないかと思います。

口に出さないだけで。みんなと違ってたっていいじゃ

ないですか。そもそもみんな違うのは当たり前なんで

すから。みんなが同じだったら，気味が悪いです。同

じようにしなければならないところと，みんなと違う

自分を出すところを，ちゃんと使い分ければいいだけ

のことです。そもそも違うから面白いのですから！あ

なたはあなたのままでいい。

泣いてしまったわけ
■私は今回の学習で，いつもは泣かないのに，今回だけ

は泣いてしまいました。泣いてしまった理由は分かりませ

んでした。自分の意見を班内で言っているときに泣いてし

まったので，理由がさらに分かりませんでした。

班内での発表のときに，「全体学習で手を挙げたこと

はないけど，きっと緊張すると思う」という意見がありまし

た。私はいつも発表するときに，「聴いている人は，もしか

したら私がミスをすれば笑ってくるのではないか」と，いつ

も失礼ながら思っていました。けど実際は聞いている人

は，発表している人の意見をきちんと聞いていて，失敗を

しても笑ったりしてこないのではないのかと思いました。

私は今回発表した人たちに，安心してもらえるようなまな

ざしを送れていたのか分かりません。(たぶんできていた

と思います) なのでこれからは，「自分がもし今発表して

いる人の立場だったら」ということを全体発表でも，班内

の発表でも，授業内の発表でも意識して過ごしていきた

いです。また，それを次の学習でも生かしていきたいで

す。 ３組YY

今回は私も本当に泣きそうでした。「そんなことがあ

ったんだ…」とか，「そんなこと思ってたんだ…」とか，

発言してくれている子の心の中がのぞき込めたようで，

胸が熱くなったのです。なかには発言内容が，自分の

体験と重なって思い出すこともあり，胸がじんわりす

ることもありました。ようやく，思うような人権学習

にたどり着いてきた気がして，うれしい気持ちになり

ました。もしかすると，他にも言いたいことがある子

もいたのではないでしょうか。

これからも人権学習は続いていきます。各クラスで，

また学年全体で，みんなに聞いてもらってください。

聞かせてください。そして，クラスの，この学年の絆

をつくっていきましょう。

行動を反省し，行動を考える



■第３回の人権学習をして，今回はみんなが発表をしや

すいように人権委員が発表をしやすくしてくれました。今

年に入ってみて，初めて発表する子もいて，僕も発表をし

てみようと思ったけど，自分が書いた文に自信を持てず

発表できませんでした。どうやったら自信を持って発表

し，自分の意見を共有し合えるのかがあまり分かりませ

ん。何回もマイクを持って，みんなの前で発表している人

たちはすごいと思いました。正直まだ人権学習の大切さ

というものを，ちゃんと分れていないのが現状だと思いま

す。でもそれを理解するのも人権学習だと思います。そし

て年下でも年上でも語り継いでいくことが大切だし，それ

をもっともっと学んでいくことも必要だと思います。何より

そのことを学ばせて，教えてくれる環境に感謝して，自分

の行動を反省してこれからの行動を考えてしようと思いま

した。 ５組AI

もうすでにこれが，発表内容ですよね。「人権学習の

何たるか」なんて，分ってやれている人が何人いるで

しょうか。分らないから，それを探し求めて考え，意

見交換し，そしてまた考えていくのではないでしょう

か。あなたが，いったい何を思い考えているのか，そ

のことを知ってもらうだけでも，周りには大きな学び

なのだと思います。

人にいいことをすれば自分にも返ってくる
■私は今日の全体人権学習で，人にいいことをすれば自

分にも返ってくるという発言を聞いて，確かに大切なこと

だなと思いました。私は夏休み中におじいちゃんを亡くし

ました。その時は本当につらかったし，悔しかったです。

いつもかわいがってくれていたりと優しくしてくれていたの

に，なかなか感謝を伝えることができなくて，本当に自分

が情けないなと思いました。私はこの出来事を思い出し

て，人にいいことをするのは大切だなと思いました。これ

からは，もっと身近な人に感謝したいし，大切にしたいで

す。恥ずかしがるかもしれないけど，頑張ってみたいで

す。あと，今日の人権学習で発表はできなかったけど，す

ごく発表の仕方が，自分からして楽な感じだったので，ま

ずは人権委員の人誰かに，ありがとうと言えるようにした

いです。 ５組SS

そんな思いにさせてくれたのは，おじいちゃんやお

ばあちゃんへの思いを発言してくれた仲間がいたから

ではないですか？誰かの思いが，自分の思いにつなが

っていく。おじいちゃんへの思いが，今の自分をつく

っている。それは，おじいちゃんがくれた，最後の教

えであり，プレゼントではなかったでしょうか。それ

をちゃんと受け取ったことを，自分の中で確かめられ

たこの時間は，本当に大切な時間だったのかもしれま

せん。頑張れる勇気を，頑張った姿を，天国にいるお

じいちゃんもきっと見ていますよ。

実はこの授業の日の朝，ある物語が突然舞い降りて

きました。「手袋を買いに」という物語です。皆さんは

読んだことありますか？

初めて雪を見た子狐に，お母さん狐が手袋を買って

やろうと考えました。でも，いざ買いに行こうとすると，
昔のことを思い出して足がすくんでしまいます。それは，

アヒルを盗もうとしてお百姓さんに追いまくられ，命か

らがら逃げた記憶でした。
足がすくんで動けないお母さん狐は，子狐の片方の

手を人間の手に変え，お金を持たせて送り出します。

人間は恐いものだと教えて。
子狐は店の前まで来て，戸を叩きます。

「こんばんは」

少しだけ開いた戸の隙間から刺す光のあまりのまば

ゆさに，つい子狐は間違えて狐の手を差し込みます。
「このお手々にちょうどいい手袋下さい」

おやおやと思った主は，木の葉で買い物に来たと思

い，お金を出すように言います。それは木の葉ではな
く，本物の硬貨でした。主は，子ども用の毛糸の手袋

を持たせてやりました。

子狐は，お母さん狐が，「人間は恐いもの」と言っ
たけど全然恐くないと思いました。

帰る途中，家の窓から，人間の声が聞こえてきまし

た。それは，子どもを寝かしつける子守唄でした。自
分のお母さん狐と同じだと思い，恋しくなって急いで帰

りました。

子狐の帰りを心配して，ふるえながら待っていたお

母さん狐は，子狐を見て抱きしめてよろこびます。
子狐は言いました。

「人間なんて恐くない。間違えて手を出しても掴まえや

しなかったもの」
お母さん狐は不思議に思いつつ子狐を見つめました。

今，イスラエルでもウクライナでも，互いを攻め合

う争いが繰り広げられています。幼い子どもや赤ちゃ

んの命が奪われています。それぞれに理由はあるので

しょう。でも，とにかく今すぐ止めてほしい。

私たちの身も周りもそうです。一面だけで相手を判

断し，仲たがいしてしまうことがあります。お母さん

狐にはお母さん狐の痛い記憶があるのでしょう。だか

らといってそれが，子狐に当てはまるわけではありま

せん。もちろん，人間をまるっきり信用してしまう子

狐にも危うさはあります。人間にも，良い面もあれば，

悪い面もありますから。誰しも，その両面を持ち合わ

せているのだと思います。

修学旅行まであと少しとなりました。みんなが互い

に気遣いながら，元気に帰ってくることは大前提です。

そのうえで，すがすがしいあいさつや，心のこもった

感謝の言葉，また細かい気配りができる，そんなさわ

やかで素敵な皆さんが，出会った人に伝わればと思い

ます。皆さんの本当の良さが発揮できる修学旅行に，

みんなの力でしていきましょう。 (おしまい)


